
より広く福祉人材を確保するための求人スタイルを身につけよう
ポスターセッション　　福祉人材ゾーン

今回のポスターセッションでは、全国的に課題になっている「福祉現場の人材確保」についてもテー
マを加えました。

福祉業界で働く人は 333万人（平成 24年度）、
10年間で約２倍に従事者が増えている、言わば成長産業。
しかし、その一方で、新規大学卒業者の３年離職率は約４０％（平成 23年４月入社）と、
離職率は全産業の中でも高水準を占めています。

人は入るが、すぐ辞めてしまう。あるいは、人が来ない。その結果、積極的な事業展開ができない。
そんな悩みを持っている事業所も多いのではないでしょうか。

今回のポスターセッションでは、「福祉人材ゾーン」を特設し、全国で福祉人材確保や育成のユニー
クな取組をしている事例を紹介いたします。
また、会期中には、いくつかのイベントをご用意し、参加されているみなさまとの意見交換を通し、
明日の福祉につながるさまざまなアイデアをこの場所で交換できればと思います。
福祉人材の確保に興味がある方は、ぜひ、「福祉人材ゾーン」にお越しください。

フォーラム会場

コンベンションホール淡海２F　琵琶湖側

◎開催会場◎開催日時

・2月 6日（金）12:00 ～ 22:30
・2月 7日（土）08:00 ～ 23:00
・2月 8日（日）08:00 ～ 10:00
※上記日程の中でイベントも同時開催いたしま
す。イベントの詳細は、裏面をご覧ください。

琵琶湖

ホテル



◎イベントプログラム

社会ごとを自分ごとに
～より広く福祉人材を確保するための求人スタイルを身につけよう～

講師：塩山　諒（NPO法人スマイルスタイル）
ファシリテーター：大原　裕介
　　　　（全国地域生活支援ネットワーク代表）
福祉現場の「だからこそやりがいがある！」と
伝えられる求人スタイルはなにかについて、考
えて見たいと思います。

6日（金）16：00-17：00

福祉人材確保の実践報告
～さまざまな立場のさまざまな取組をリレートークで聞いてみよう～

報告者：福祉人材ゾーン出展団体
福祉人材ゾーンの出展団体に、リレートーク形
式で人材確保のノウハウを伝えてもらいます。
メモの用意を忘れずに。

6日（金）21：00-21：30

これからの福祉人材を確保・育成する
ために
～実践報告者×参加者のクロストーク～

パネラー：実践報告者
福祉人材に関するお題に沿って、パネルディス
カッションを行います。会場から質問も随時受
け付けて、会場とのクロストークを展開します。

6日（金）21：30-22：30

なぜ、「福祉」で働くを選ぶのか。
～福祉を続ける理由とは。新人さんの赤裸々トーク～

パネラー：福祉事業所の新人さん 3名
入社１～３年目の若手職員が登壇し、福祉で働
いている思いを赤裸々に語ります。
職場では聞けない、新人さんの本音が聞けるか
もしれません。

７日（土）18：00-19：00

組織で働き、組織で育てる。
～女性中間管理職が語る、福祉人材確保・育成の取り組み～

パネラー：福祉事業所の女性中間管理職 3名
福祉事業所の女性中間管理職に登壇いただき、
福祉人材確保や育成に関する取り組みを聞いて
いきます。組織の中で、確保・育成の仕組みを
どうつくっていくのか、中間管理職ならではの
悩みや工夫をうかがいます。

７日（土）21：30-23：00

◎出展団体紹介

NPO法人み・らいず（大阪）
2011年より新卒採用を開始し、
NPO法人でありながら、年間約
100名の学生がエントリーをする。
情報発信に力をいれ、HPやパン
フレットも若者受けするデザイン
にしている。また、職員研修も積
極的に取り組んでいる。

社会福祉法人ゆうゆう（北海道）
北海道の当別町という地方都市に
も関わらず、全国の若者が就職を
している。
学生時代から積極的に活動に関わ
るってもらうことで、就職したい
若者を増やしている。また、若者
だけでなく、地域住民の雇用もし
ている。

社会福祉法人明日へ向かって（福岡）
福岡市で、民間障害事業所の協議
会を構成し、合同就職面談会を主
催している。昨年度は 50社 300
人規模のイベントを成功させた。
また、協議会会員がインターンシッ
プ事業を始めるなど、福岡の福祉
人材を活性化している。

一般社団法人 FACE to FUKUSHI（全国）
福祉人材の確保や育成に取り組む、
中間支援団体。全国を行脚してつ
ながりづくりを目的としたフォー
ラムの開催や、他事業所に研修に
行く、出稽古プログラムを実施。
2014年からは就職フェアを実施
し、800人を動員した。

上記、出展団体の他、通常のポスターセッションの出展団体の福

祉人材確保の取り組みも、ご紹介いたします！
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